
安房３市 1町ケアプランデータ連携システム利用に関する調査報告 

 

1.調査実施期間 令和 5年 9月 1 日～15 日 

 

2.対象事業所  安房 3市 1 町に所在する介護サービス事業所 283 事業所 

 

 

 

 

 

 3.調査方法   WEB 回答 

 

 4.調査結果  ① 回答数 191 事業所 

    

 

 

 

 

 

 ② ケアプランデータ連携システム利用について 

 

 

 

 

 

        ②-1 （居宅支援+地域包括）ケアプランデータ連携システム利用について 

         

 

 

 

 

 

        ②-２ （介護サービス事業所）ケアプランデータ連携システム利用について 

 

 

 

 

 

 

訪問介護、訪問入浴介護、訪問看護、訪問リハビリ、通所介護（地密、認

知症対応型含む）、通所リハビリ、福祉用具貸与、短期入所生活介護、 

短期入所療養介護、 



自由意見  

ケアプランデータ連携システム利用促進への課題 

 

費用面 

〇利用料がかかるので、補助金等、ご検討をお願い致します。 

〇ランニングコストが高い 

〇利用料が高い、メリットが感じられない、地域の繋がりを大事と考えるなら直接会う事が大事

と考える。 

〇導入資金を捻出できない為 

〇双方が加入していないと意味がない。取引先件数が少ない事業所には、高い月額利用料払って

まで、利用しようとは思わない。 

〇ケアプランデータ連携システムを利用することにより、利用料が発生するため。 

〇介護保険請求システムがまだ対応していない。利用を控えて下さいとなっている為 

〇システム導入のコストがネック。 

〇導入資金を捻出できない為 

〇利用料に補助が出れば利用する事業所が多いと思う。 

 

利用率 

〇利用しているサービス事業者の導入も未定のため 

〇利用割合が低く、利便性が見込めない。毎月費用がかかる。 

〇ランニングコストが高い ワンライセンスで一台のパソコンでは使い勝手が悪い 

〇事業所単体で導入しても効果は無い。 

〇現在、利用中の介護ソフトにて連携出来ている為。 

〇相手側が開始していないのでデータ連携ができない為 

〇他事業所の利用状況から、現在は利用するか未定。 

〇相手側が開始していないのでデータ連携ができない為 

 

その他 

〇利用の進め方や時期など、どうすればよいかわからない。 

〇コストの問題 データ管理の手間 

〇短期入所の利用者が少数の為。 

〇開始時期は不明です。法人内では未検討となってます。 

〇本社で決めているから 

〇会社全体での検討の上、利用を考えると思います。 

〇予防支援委託率が高いため、居宅介護支援事業者への委託ケースが本システムに該当しないこ

とで導入をためらってしまします。 

〇事業所も利用されていないと活用できないので利用にいたっていません。 

〇利用票や提供票を出力し自宅訪問しているので訪問が遠ざかる気もする。PCが使いこなせてい

ない。 



〇法人自体のシステムのため一概に我々だけで決められない 

〇詳しいスタッフがいない 

〇利用者の大半が、併設している居宅介護支援事業所のシステムとデータで実績連係できるので、

ケアプランデータ連携システムで作業工程が増えてしまう。 

〇パソコン操作ができるか不安 

〇当システムのことが全く分からないため、判断しかねる状況です。 

〇オンラインや、システムに詳しい者がいないため利用にあたり心配があります 

〇現状不自由していない 

〇現在のところ方針が未定 

〇利用している事業者が広がらないと意味がない 

〇本部と足並みを揃える為まだ決定出来ない 

〇現状で満足している 

〇楽でよいと思うが、ケアマネさんも対面がなくなる。 

 

 

 

 

ケアプランデータ連携システム利用促進に向けた意見 

 

〇事業所が一斉に利用することがベストなので、至急市が中心となって導入を勧めて欲しい。 

〇3 市 1 町のすべての事業所が参加していないと負担が増えるだけ。すべての事業所が参加でき

るタイミングで参加したい。 

〇3市 1町で一斉に開始しなければシステムの運用がスムーズではない 

〇3 市 1 町で同時にスタートするにはまずは導入にあたっての勉強会などを開いたりすることが

必要かと思います。 

〇利用開始時期はまだ決まっておりませんが、運用に関し前向きに検討しています。 

〇連携している介護支援専門員から導入依頼があるので、前向きに検討中です。導入時期は未定。 

〇他の事業所が利用を開始する時期に合わせ開始できればと思っています。（居宅介護支援事業所

と介護事業所の双方での利用が必要な為） 

〇システムをしっかり理解し、業務負担軽減につながるか検証し、結果必要と判断してからの利

用になるかと思います。 

〇居宅の利用が８割ないと、対応がより大変になってしまう為、回りの利用が８割以上になった

ら開始したいと考えています。 

〇他事業所さんの利用動向により検討考えたいと思います。 

〇皆さんが始められたら導入は必要と思います。 

〇地域の実情による 

〇短期利用は可能であるが、入居が優先であるので利用率は低い。しかし、過去に利用者がいる

ので連携は進めたい。 

〇具体的な導入に関しての話がまだ決めておらず、導入している事業所の意見も聞いてみたい。 



〇利用開始 令和 5年 4月 

〇他事業所様の利用状況を見て検討している 

〇利用する事業所がある程度まとまればメリットが大きくなるため、利用の手続きを進めたい。 

〇保険者と同時に始められたら良いと思う。 

〇具体的な導入方法の詳細を教えて頂きたいと思います。 

〇利用事業所がかなり増えて来ましたら導入したいです。 

〇域内普及の程度を見て判断したいと思っています。 

〇利用している事業者が広がらないと意味がない 

〇どのようなものかを理解してから取り組みたいと思います。 

〇業務削減になる効率の良いシステムだと思いますが、費用が発生するので他の事業所と同時に

システム導入することが必要だと思います。システムについて理解不十分なので、研修会を実

施していただけるとありがたいです。 


